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法
華
経
に
見
る
共
生
の
思
想

川
田
洋
一

　

本
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
、
こ
の
よ
う
に
多
数
の
専
門
家
の

方
々
に
、
ご
参
加
い
た
だ
き
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
関
係
者
の
一
人
と
し
て
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
日
、
一
日
に
わ
た
る
活
発
な
議
論
の
展
開
を
心
待
ち
に
し
て

お
り
ま
す
。

「
火
宅
」
─
─
三
毒
が
燃
え
さ
か
る
世
界

　

法
華
経
譬
喩
品
に
、
こ
の
現
象
世
界
の
様
相
を
﹁
火
宅
﹂
と

表
現
し
、
そ
の
よ
う
な
世
界
に
仏
が
出
現
す
る
と
説
か
れ
て
い

ま
す
。

大
慈
大
悲
に
し
て
、
常
に
懈け

�げ
ん

無
く
、
恒
に
善
事
を
求
め

て
、
一
切
を
利
益
す
。
而
も
三
界
の
朽
ち
故ふ

り
た
る
火
宅

に
生
ず
る
こ
と
、
衆
生
の
生
老
病
死
、
憂う

悲ひ

苦く

悩の
う

、
愚ぐ

癡ち

暗あ
ん

蔽へ

、
三
毒
の
火
を
度
し
、
教
化
し
て
阿あ

耨の
く

多た

羅ら

三さ
ん

藐み
ゃ
く

三さ
ん

菩ぼ

提だ
い

を
得
し
め
ん
が
為
め
な
りあ。　

　
﹁
三
界
﹂
と
は
、
衆
生
の
住
む
現
象
世
界
を
さ
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
、
生
老
病
死
に
代
表
さ
れ
る
苦
悩
が
充
満
し
、
三
毒

︵
貪
欲
、
瞋
恚
、
愚
痴
︶
の
火
が
燃
え
さ
か
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
仏
教
経
典
の
主
な
教
え
の
普
及
と
受
容
」
よ
り
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仏
は
、﹁
三
界
の
火
宅
﹂
に
出
現
し
、
大
慈
悲
で
も
っ
て
、
三
毒

の
火
を
消
し
、
衆
生
の
苦
悩
を
救
済
す
る
の
が
出
現
の
目
的
、

使
命
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

貪
欲
と
は
、
物
質
欲
の
み
な
ら
ず
、
権
力
欲
、
名
誉
欲
へ
の

執
着
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
さ
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
欲
望
に
と
ら

わ
れ
る
と
、
欲
求
不
満
の
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
引
き
起
こ

し
な
が
ら
、
際
限
な
く
増
幅
し
て
い
く
性
質
を
も
っ
て
い
ま
す
。

他
者
を
犠
牲
に
し
、
収
奪
し
、
他
者
と
の
相
依
相
資
の
関
係
性

の
き
ず
な
を
分
断
し
て
ま
で
も
、
自
己
の
欲
求
を
か
な
え
よ
う

と
す
る
の
が
貪
欲
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
自
他
共
の
破
滅
に
追

い
込
ま
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
瞋
恚
と
は
、
自
己
中
心
性
が
か
な
え
ら
れ
な
い
と
き

に
噴
出
す
る
怨
念
、
憎
悪
、
恨
み
、
嫉
妬
と
な
り
、
そ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
高
じ
て
く
る
と
、﹁
害
﹂
す
な
わ
ち
暴
力
と
な
っ
て
噴

出
す
る
攻
撃
性
で
あ
り
ま
す
。
暴
力
性
も
ま
た
、
他
者
と
の
相

No Image

展
示
に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
た
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
世
界
各
国
の
学
術
者

ら
約
３
５
０
人
が
出
席
。
会
場
正
面
に
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
エ
ン
ブ
レ
ム
が
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依
相
資
の
き
ず
な
を
断
ち
切
り
、
他
者
を
憎
み
、
傷
つ
け
な
が

ら
、
自
他
と
も
に
破
滅
へ
と
陥
る
煩
悩
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
第
三
の
愚
痴
は
、
無
明
と
同
意
で
す
。﹁
無
明
﹂
の

﹁
明
﹂
は
、
宇
宙
の
﹁
真
理
﹂
に
明
る
い
智
慧
の
光
明
を
さ
し
て

お
り
、
従
っ
て
、
無
明
は
こ
の
光
明
を
覆
い
隠
す
、
根
源
の
煩

悩
で
あ
り
ま
す
。

　

釈
尊
は
こ
の
根
本
の
煩
悩
で
あ
る
﹁
無
明
﹂
の
闇
を
打
ち
破

っ
て
、
宇
宙
究
極
の
﹁
真
理
﹂
を
法
︵
ダ
ル
マ
︶
と
し
て
覚
知
し
、

体
現
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
ダ
ル
マ
に
そ
な
わ
る
智
慧
が
、

縁
起
の
法
と
し
て
表
明
さ
れ
、
仏
の
大
慈
悲
の
働
き
と
な
っ
て
、

衆
生
救
済
へ
と
向
か
い
、
こ
こ
に
﹁
人
間
共
生
﹂﹁
文
化
・
社
会

共
生
﹂﹁
自
然
と
の
共
生
﹂
へ
の
道
が
示
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
の

よ
う
な
各
次
元
に
広
が
る
﹁
人
類
共
生
﹂
の
営
為
を
、
そ
の
根

源
か
ら
分
断
し
、
分
裂
さ
せ
、
万
物
を
混
迷
と
苦
悩
の
闇
に
と

じ
こ
め
る
煩
悩
が
、
愚
痴
即
ち
無
明
で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、﹁
無

明
﹂
こ
そ
、
瞋
恚
や
貪
欲
や
他
の
煩
悩
を
引
き
出
す
根
源
の
煩

悩
で
あ
り
、
根
源
的
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
当
体
と
い
え
る
の
で
す
。

　

法
華
経
で
は
、
こ
の
三
毒
を
は
じ
め
と
す
る
煩
悩
が
、
個
人

の
生
命
か
ら
激
発
さ
れ
て
、
家
族
、
民
族
、
国
家
か
ら
人
類
へ

と
広
が
り
、
こ
の
現
象
世
界
全
体
に
充
満
し
て
い
く
様
相
を
﹁
火

宅
﹂
と
表
現
し
て
お
り
ま
す
。

　

法
華
経
方
便
品
に
は
、
諸
仏
の
出
現
す
る
世
界
を
﹁
五
濁
悪
世い﹂

と
表
現
し
、
中
国
の
天
台
は
、﹃
法
華
文
句
﹄
で
﹁
五
濁
の
次
第う﹂

を
説
い
て
お
り
ま
す
。
現
象
世
界
の
﹁
濁
り
﹂
の
根
本
は
、
人

間
生
命
の
中
に
あ
る
、﹁
煩
悩
濁
﹂
と
﹁
見
濁
﹂
で
あ
り
、
そ
こ

か
ら
﹁
衆
生
濁
﹂
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
さ
ら
に
、﹁
命
濁
﹂
と

な
り
、
こ
の
四
つ
の
濁
り
が
、
次
第
に
﹁
劫
濁
﹂
を
形
成
す
る

と
い
う
の
で
あ
り
ま
す
。

　

煩
悩
濁
と
は
、
貪
・
瞋
・
癡
・
慢
・
疑
を
指
し
、
見
濁
と
は
、

身
見
、
辺
見
、
邪
見
等
の
思
想
の
乱
れ
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
、

偏
見
、
差
別
、
特
定
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
へ
の
執
着
や
、
そ
れ
に

よ
る
過
激
主
義
を
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

個
人
の
生
命
が
﹁
煩
悩
濁
﹂
や
﹁
見
濁
﹂
に
侵
さ
れ
る
と
、

心
身
の
調
和
を
失
っ
て
、
抵
抗
力
を
無
く
し
分
裂
し
て
い
き
ま

す
。
こ
こ
に
、﹁
衆
生
濁
﹂
が
形
成
さ
れ
ま
す
。
衆
生
の
生
命
力

が
衰
退
す
る
と
身
心
の
継
続
時
間
、
つ
ま
り
寿
命
が
短
縮
化
し

ま
す
。
こ
れ
が
、﹁
命
濁
﹂
で
あ
り
ま
す
。
今
日
で
は
、
現
代
科
学
、

医
学
の
長
足
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
身
心
が
支
え
ら
れ
て
は
い
ま
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す
が
、
生
命
そ
の
も
の
の
内
包
す
る
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
即

ち
生
命
力
は
衰
退
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
証
拠
の
一
つ
が
、
躁

う
つ
病
、
統
合
失
調
症
、
各
種
の
不
安
症
、
自
殺
の
増
加
で
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
煩
悩
・
見
か
ら
発
し
た
﹁
濁
り
﹂
は
、
衆
生

の
生
命
を
む
し
ば
み
、
生
命
力
を
衰
退
さ
せ
つ
づ
け
、
そ
の
影

響
力
を
、
個
人
の
生
命
︵
心
身
︶
か
ら
、
家
族
、
民
族
、
国
家
、

人
類
へ
と
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
の
共
同
体

︵
社
会
︶
や
、
そ
こ
に
育
ま
れ
て
き
た
文
化
が
、
煩
悩
や
悪
見
に

侵
さ
れ
て
、
分
裂
し
、
混
乱
し
、
そ
の
内
な
る
力
を
衰
退
さ
せ

て
滅
亡
に
向
か
う
の
で
あ
り
ま
す
。
個
人
か
ら
発
し
た
煩
悩
が
、

各
共
同
体
︵
社
会
︶
に
浸
透
し
、
文
化
、
文
明
を
衰
退
さ
せ
、
自

然
生
態
系
と
と
も
に
、
人
類
が
つ
く
り
だ
し
た
﹁
時
代
﹂
そ
の

も
の
を
分
裂
と
混
乱
と
破
滅
へ
と
追
い
込
む
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
﹁
劫
濁
﹂
と
表
現
し
た
の
で
す
。

　

現
代
の
世
界
は
、
長
足
に
進
歩
す
る
科
学
技
術
に
支
え
ら
れ

て
一
段
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
進
め
、
人
類
社
会
は
す
で
に
﹁
地

球
文
明
﹂
の
時
代
を
形
成
し
て
い
ま
す
。﹁
暴
力
と
戦
争
の
世
紀
﹂

と
い
わ
れ
た
二
十
世
紀
は
、ま
さ
に
、
人
類
全
体
を
巻
き
込
ん
だ
、

﹁
劫
濁
﹂
の
充
満
し
た
時
代
相
を
呈
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
も
、
人
類
社
会
は
、﹁
劫
濁
﹂
を
脱
し
て

は
い
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

仏
教
流
伝
を
支
え
た
共
生
の
志
向
性

　

今
日
、
政
治
、
経
済
、
金
融
、
人
間
精
神
の
次
元
に
ま
で
浸

透
し
ゆ
く
、
三
毒
の
病
理
現
象
を
克
服
し
、
善
心
に
輝
く
人
間

の
連
帯
に
よ
る
、
文
明
・
社
会
の
変
革
へ
の
道
標
を
指
し
示
す

の
が
、
現
代
に
お
け
る
宗
教
の
存
在
意
義
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

仏
教
は
、
釈
尊
の
覚
知
し
た
＂
ダ
ル
マ
＂
に
従
う
修
行
に
よ

っ
て
、
四
苦
を
生
み
出
す
三
毒
の
煩
悩
を
滅
し
、
涅
槃
の
境
地

か
ら
発
す
る
菩
提
に
内
包
さ
れ
た
善
心
を
顕
在
化
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
人
間
精
神
の
蘇
生
、
調
和
を
原
点
と
し
て
、
社
会
、

文
化
、
文
明
へ
の
利
他
の
実
践
を
志
す
宗
教
な
の
で
あ
り
ま
す
。

　

イ
ン
ド
で
お
こ
っ
た
仏
教
は
、
二
千
五
百
年
に
わ
た
り
、
南

ア
ジ
ア
の
ス
リ
ラ
ン
カ
、
東
南
ア
ジ
ア
の
タ
イ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

方
面
、
北
方
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
、
東
ア
ジ
ア
の
中
国
、
韓
・
朝

鮮
半
島
、
日
本
へ
と
流
伝
し
、
ま
た
、
チ
ベ
ッ
ト
、
ネ
パ
ー
ル
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へ
と
伝
わ
り
、
全
ア
ジ
ア
を
覆
い
尽
く
し
て
い
ま
す
。
仏
教
が

流
伝
し
た
地
域
に
は
、
古
代
か
ら
の
多
く
の
異
文
化
、
異
文
明

が
往
来
し
、
交
流
し
て
お
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
仏
教
が
遭
遇

し
た
の
は
、
異
文
明
と
の
出
会
い
で
あ
り
ま
し
た
。

　

仏
教
で
は
、
時
と
所
に
応
じ
た
弘
教
の
方
法
と
し
て
﹁
随
方

毘
尼え﹂
が
説
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
仏
法
の
本
義
に
違
わ

な
い
限
り
、
各
地
方
の
風
俗
、
習
慣
に
従
っ
て
よ
い
と
い
う
も

の
で
あ
り
ま
す
。
仏
教
は
、
釈
尊
の
悟
っ
た
﹁
真
理
﹂︵
法
︶
を

貫
き
な
が
ら
も
、
流
伝
し
ゆ
く
各
地
方
の
風
俗
、
習
慣
等
に
従

い
つ
つ
、
民
族
、
国
家
、
文
化
、
文
明
の
違
い
を
乗
り
越
え
て
、

や
が
て
ア
ジ
ア
全
域
の
人
々
に
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
り

ま
す
。

　

仏
教
の
流
伝
は
、
各
種
の
仏
典
が
、
多
く
の
言
語
に
翻
訳
さ

れ
る
プ
ロ
セ
ス
で
、
言
語
体
系
の
違
い
か
ら
の
教
理
の
解
釈
や

変
容
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
他
文
化
、
他
文
明
に
内

包
さ
れ
た
思
想
、
哲
学
、
道
徳
、
習
慣
、
宗
教
と
の
出
会
い
の

中
で
の
相
互
浸
透
に
よ
り
、
独
自
の
仏
像
、
仏
画
、
文
学
、
建
築
、

庭
園
様
式
を
生
み
出
し
、
仏
教
文
明
の
華
を
咲
か
せ
て
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
政
治
理
念
、
福
祉
、
医
療
へ
の
影
響
も
引
き
起

こ
し
て
お
り
ま
す
。
仏
教
と
異
民
族
、
異
文
化
、
異
文
明
と
の

遭
遇
は
、
そ
の
差
異
か
ら
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
緊
張
と
激

し
い
葛
藤
を
つ
く
り
出
し
、
個
人
か
ら
、
民
族
、
国
家
の
次
元

に
及
ぶ
煩
悩
︵
三
毒
︶
を
噴
出
さ
せ
、
抵
抗
か
ら
、
排
斥
、
弾
圧

と
い
う
、
歴
史
的
事
態
を
も
生
み
出
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
一
方
で
、
仏
教
の
流
伝
は
、
相
互
の
変
容
を
こ
う
む

り
つ
つ
も
、
共
生
・
共
存
、
調
和
・
融
合
へ
の
道
が
模
索
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
へ
と
定
着
し
、
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ

り
ま
す
。
仏
教
の
流
伝
に
お
い
て
、
文
化
、
民
族
、
文
明
間
の

差
異
は
、
様
々
な
ス
ト
レ
ス
を
生
み
な
が
ら
も
、
基
調
と
し
て

は
、
煩
悩
に
よ
る
断
絶
・
分
断
で
は
な
く
、
相
互
の
善
心
の
触

発
に
よ
る
共
生
・
創
造
の
志
向
性
を
秘
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
仏
教
の
ア
ジ
ア
全
域
へ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な

流
伝
、
多
様
化
の
プ
ロ
セ
ス
で
、
調
和
・
共
生
、
融
合
・
創
造

へ
の
豊
か
な
知
恵
と
利
他
心
︵
慈
悲
︶
が
随
所
に
開
発
さ
れ
て
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
日
、
文
字
通
り
、
地
球
全
域
に
及
ぶ
、
人
類
文
明
の
﹁
持

続
可
能
性
﹂
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
仏
教
の
二
千
五
百
年
に
及

ぶ
全
ア
ジ
ア
へ
の
流
伝
、
変
容
の
経
験
の
な
か
に
、
地
球
人
類



107

「東洋学術研究」第56巻第１号

法華経に見る共生の思想

の
平
和
・
共
生
の
知
恵
と
情
熱
︵
つ
ま
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
慈
悲
の

心
︶
と
モ
デ
ル
を
学
び
と
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

各
専
門
家
に
よ
る
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
の
意
義
も
、
ま

さ
に
こ
の
点
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

法
華
経
に
包
含
さ
れ
た
三
つ
の
思
想

　

さ
て
、
多
く
の
仏
典
の
中
で
も
、
法
華
経
は
東
ア
ジ
ア
の
民

族
に
最
も
親
し
ま
れ
、
思
想
、
文
化
、
宗
教
、
文
明
の
あ
ら
ゆ

る
領
域
に
多
大
の
影
響
力
を
与
え
て
き
た
仏
典
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
法
華
経
の
中
に
も
、
地
球
文
明
を
平
和
・
共
生
へ
と
導
く
、

貴
重
な
智
慧
が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
法
華
経
に
は
、
三
つ
の

大
き
な
思
想
が
包
含
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
一
に
﹁
万
人
の
成
仏
﹂

の
思
想
、
第
二
に
﹁
永
遠
な
る
仏
︵
久
遠
仏
︶﹂
の
思
想
、
第
三

に
﹁
菩
薩
道
の
実
践
﹂
で
あ
り
ま
す
。

「
万
人
の
成
仏
」
の
思
想

　

第
一
の
﹁
万
人
の
成
仏
﹂
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
方

便
品
で
こ
の
現
象
世
界
に
仏
が
出
現
す
る
目
的
が
﹁
一
大
事
因

縁
﹂
と
し
て
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
所
謂
﹁
開
示
悟
入
﹂
の
﹁
四

仏
知
見お﹂
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
、
仏
知
見
は
天
台
に
よ
れ
ば

仏
性
と
同
義
で
あ
る
と
し
ま
す
。
す
べ
て
の
人
々
の
生
命
内
奥

か
ら
仏
知
見
︵
仏
性
︶
を
﹁
開
示
﹂
し
﹁
悟
﹂
ら
し
め
、
仏
道
に

﹁
入
﹂
ら
し
め
る
の
が
、
仏
の
出
現
の
目
的
で
あ
る
と
い
う
の 

で
す
。

　

こ
の
文
か
ら
、
法
華
経
で
は
、
す
べ
て
の
人
々
が
﹁
仏
性
﹂

を
内
在
化
し
、
し
か
も
顕
現
で
き
る
と
こ
ろ
に
、
人
権
思
想
の

根
拠
で
あ
る
﹁
人
間
の
尊
厳
﹂
性
を
主
張
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
具
体
例
と
し
て
、
二
乗
作
仏
、
悪
人
成
仏
、
女
人
成
仏
等

が
説
か
れ
て
お
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
人
種
、
性
別
、
職
業
、
文
化
、

民
族
、
生
ま
れ
、
宗
教
、
そ
し
て
心
身
の
状
態
の
差
異
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
人
々
の
生
命
に
、﹁
仏
性
﹂
の
内
在
を
認

め
る
と
こ
ろ
に
、
す
べ
て
の
人
間
の
﹁
平
等
﹂
性
を
主
張
す
る

の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
て
、
人
間
の
心
に
巣
く
う
煩
悩

─
特
に
差
別
、
偏

見
等
の
悪
見
を
打
ち
破
っ
て
い
く
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
の
み

な
ら
ず
、
い
か
な
る
人
間
も
、﹁
仏
性
﹂
と
し
て
の
可
能
性
を
開

顕
し
、
そ
の
人
独
自
の
個
性
・
特
質
を
開
示
し
う
る
の
で
あ
り

ま
す
。﹁
仏
性
﹂
に
は
豊
か
な
善
心
即
ち
、
慈
悲
、
非
暴
力
、
智
慧
、
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人
類
愛
、
勇
気
、
信
、
希
望
、
欲
望
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
能
力
、

感
性
、
生
命
力
な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
意
味
に
お

い
て
、
す
べ
て
の
人
間
が
他
者
と
﹁
平
等
﹂
に
関
わ
り
、
互
い

に
尊
敬
し
あ
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。﹁
万
人
の
成
仏
﹂
の
思

想
は
、
全
て
の
人
々
が
差
別
、
偏
見
を
乗
り
越
え
て
、﹁
平
等
﹂

に
敬
い
あ
っ
て
﹁
共
生
﹂
す
る
社
会
を
指
し
示
し
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
に
、﹁
人
間
共
生
﹂
の
姿
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
薬
草
喩
品
に
は
、
人
類
の
み
な
ら
ず
、
万
物
が
﹁
共

生
﹂
す
る 

調
和
社
会
の
イ
メ
ー
ジ
が
三
草
二
木か
の
譬
え
と
し
て

示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
三
草
二
木
と
し
て
譬
え
ら
れ
る
個
性
豊

か
な
草
木
が
、
天
地
の
恵
み
を
う
け
て
栄
え
る
姿
が
、
万
物
共

生
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
き
上
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
イ
メ
ー
ジ
に
基

づ
い
て
、
仏
の
出
現
と
衆
生
の
関
係
性
が
語
ら
れ
て
い
き
ま
すき。

　

仏
の
教
え
は
大
雲
に
よ
る
雨
の
よ
う
に
、
平
等
に
す
べ
て
の

衆
生
に
降
り
注
い
で
い
く
。
し
か
し
、
衆
生
は
三
草
二
木
の
よ

う
に
、
そ
の
宗
教
的
能
力
に
よ
っ
て
、
様
々
な
相
違
が
あ
る
と

い
う
の
が
、
こ
の
譬
え
の
本
来
の
意
味
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
三
草
二
木
は
、
草
木
の
個
性
、
特
性
を
あ
ら

わ
し
て
い
ま
す
。
日
蓮
は
、
個
性
の
特
徴
に
応
じ
て
の
全
面
開

花
を
﹁
桜
梅
桃
李く﹂
と
表
現
し
て
い
ま
す
。
こ
の
草
木
を
人
間

個
人
と
す
る
と
、
す
べ
て
の
人
々
が
、
個
性
を
開
花
す
る
姿
を

示
し
て
お
り
ま
す
。
次
に
、
草
木
を
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
が
創
造

し
ゆ
く
文
化
を
指
す
と
見
れ
ば
、
す
べ
て
の
多
様
な
文
化
が
そ

れ
ぞ
れ
の
特
質
を
も
ち
つ
つ
、
開
花
す
る
姿
と
な
り
ま
す
。﹁
桜

梅
桃
李
﹂
と
あ
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
文
化
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
質
を
十
全
に
発
揮
し
つ
つ
、
開
花
を
競
い
合
う
の
で
あ
り
ま

す
。
自
ら
の
文
化
に
誇
り
を
持
ち
つ
つ
も
、
他
の
文
化
を
も
尊

敬
し
、
共
に
た
た
え
あ
い
、
学
び
合
う
の
が
、﹁
文
化
共
生
﹂
の

姿
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
、﹁
平
和
の
文
化
﹂
が
現
出
す
る
の
で

あ
り
ま
す
。﹁
人
間
共
生
﹂﹁
文
化
共
生
﹂
は
、
こ
の
三
草
二
木

の
譬
え
に
あ
る
よ
う
に
、
文
字
通
り
草
木
と
し
て
の
、
自
然
生

態
系
と
﹁
共
生
﹂
し
つ
つ
、
こ
の
大
宇
宙
の
な
か
で
の
﹁
人
類

共
生
﹂
の
社
会
を
築
き
あ
げ
て
い
く
の
で
あ
り
ま
す
。

「
永
遠
な
る
仏
」
の
思
想

　

第
二
に
、﹁
永
遠
な
る
仏
﹂
の
思
想
は
、
如
来
寿
量
品
で
﹁
久

遠
の
釈
尊け﹂
と
し
て
示
さ
れ
る
も
の
で
、
人
類
共
生
の
宇
宙
論

的
基
礎
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
法
華
経
で
は
、﹁
釈
尊
﹂
に
即
し
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て
、
そ
の
本
地
に
﹁
久
遠
の
釈
尊
﹂
即
ち
﹁
久
遠
の
仏
﹂
を
洞

察
し
て
く
る
の
で
あ
り
ま
す
。
五
百
塵
点
劫
の
譬
喩
に
よ
っ
て
、

釈
尊
は
、
自
分
が
成
仏
し
た
の
は
、
実
質
的
に
は
永
遠
の
過
去

で
あ
る
と
説
く
。
そ
し
て
、
未
来
に
つ
い
て
も
、
成
仏
し
て
か

ら
現
在
ま
で
の
二
倍
で
あ
る
と
説
く
。
つ
ま
り
、
実
質
的
に
は

未
来
の
寿
命
も
永
遠
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
ま
す
。﹁
永
遠

な
る
仏
﹂
と
し
て
の
釈
尊
は
、﹁
永
遠
な
る
法
﹂
と
一
体
で
あ
り

ま
す
。
そ
れ
故
に
、﹁
永
遠
な
る
釈
尊
﹂
は
﹁
永
遠
の
救
済
仏
﹂

で
あ
り
ま
す
。

　

釈
尊
は
、
永
遠
の
過
去
に
成
仏
し
て
以
来
の
活
動
を
次
の
よ

う
に
示
し
て
お
り
ま
す
。

是
れ
自よ従
り
来
こ
の
か
た、
我
れ
は
常
に
此
の
娑
婆
世
界
に
在
っ
て
、

説
法
教
化
すこ。　

　

釈
尊
は
、
成
道
以
来
、
様
々
な
方
便
を
用
い
て
、
衆
生
を
指

導
し
、
利
益
を
与
え
、
救
済
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
そ
の
大
慈

悲
の
活
動
は
、﹁
未
だ
曽か

つ

て
暫
く
も
癈は
い

﹂さ
し
た
こ
と
が
無
い
の
で

あ
り
ま
す
。

　

法
華
経
の
会
座
で
は
、こ
の
よ
う
な
﹁
永
遠
の
仏
﹂
の
も
と
に
、

全
宇
宙
の
分
身
仏
が
菩
薩
等
の
眷
族
を
率
い
て
集
合
し
て
く
る

場
面
が
描
か
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
こ
に
、﹁
多
様
性
の
統
一
﹂
の

法
理
、
つ
ま
り
﹁
多
様
な
る
も
の
﹂
の
﹁
一
な
る
も
の
﹂
へ
の

収
れ
ん
が
示
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
分
身
仏
は
、
釈
尊
の
寿
量

品
を
は
じ
め
と
す
る
説
法
を
聴
聞
し
て
、
再
び
宇
宙
の
そ
れ
ぞ

れ
の
場
に
帰
っ
て
い
く
の
で
あ
り
ま
す
。﹁
一
な
る
も
の
﹂
か
ら

﹁
多
様
な
る
も
の
﹂
へ
の
展
開
で
あ
り
ま
す
。﹁
永
遠
な
る
仏
﹂﹁
永

遠
な
る
法
﹂
の
も
と
へ
集
合
し
、
再
び
宇
宙
へ
と
遍
満
し
て
い

く
。
十
方
三
世
の
諸
仏
︵
分
身
仏
︶、
菩
薩
、
衆
生
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
演
じ
な
が
ら
相
互
に
関
わ
り
合
い
、
全
体
と
し
て

の
﹁
縁
起
﹂
の
網
を
織
り
上
げ
て
い
く
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
ま
さ
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
﹁
縁
起
の
曲
﹂
を
か
な

で
ゆ
く
、
宇
宙
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
で
あ
り
ま
す
。
諸
仏
を
は
じ

め
、
す
べ
て
の
存
在
は
、
独
自
の
特
性
を
発
揮
し
な
が
ら
、
相

依
相
資
の
関
係
性
を
通
し
て
、
宇
宙
全
体
の
﹁
縁
起
﹂
の
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
に
参
画
し
て
い
く
。
こ
れ
が
、
法
華
経
の
描
く
﹁
世

界
観
﹂
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
﹁
宇
宙
観
﹂﹁
世
界
観
﹂
は
、

﹁
人
間
共
生
﹂﹁
文
化
・
社
会
共
生
﹂﹁
自
然
生
態
系
と
の
共
生
﹂
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の
基
礎
を
成
し
、
そ
し
て
各
次
元
の
﹁
共
生
﹂
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
調
和
に
導
く
、﹁
大
宇
宙
と
の
共
生
﹂
へ
の
基
盤
と
な
り
ま

す
。
寿
量
品
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
人
々
の
﹁
仏
性
﹂
は
、﹁
永

遠
な
る
仏
﹂
と
一
体
の
﹁
永
遠
な
る
法
﹂
に
基
づ
い
て
い
る
こ

と
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

「
菩
薩
道
の
実
践
」

　

第
三
に
は
﹁
菩
薩
道
の
実
践
﹂
で
あ
り
ま
す
。
法
華
経
で
は

数
多
く
の
菩
薩
達
が
登
場
し
ま
す
。
ま
ず
、
地
涌
の
菩
薩
は
、

釈
尊
の
入
滅
の
後
に
、
法
華
経
を
広
め
る
菩
薩
と
し
て
、
従
地

涌
出
品
か
ら
登
場
し
ま
す
。
こ
の
菩
薩
に
つ
い
て
は
、﹁
身
は
皆

な
金
色
に
し
て
、
三
十
二
相
・
無
量
の
光
明
あ
りし﹂
と
記
さ
れ
、

仏
と
同
じ
く
す
ば
ら
し
い
姿
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
ま
す
。

　

地
涌
の
菩
薩
に
四
人
の
導
師
が
お
り
ま
す
。

是
の
菩
薩
衆
の
中
に
、
四
導
師
有
り
。
一
に
上
行
と
名
づ

け
、
二
に
無
辺
行
と
名
づ
け
、
三
に
浄
行
と
名
づ
け
、
四

に
安
立
行
と
名
づ
くす。　

　

法
師
品
に
は
、
法
華
経
を
受
持
し
、
広
め
る
者
の
使
命
と
し

て
、﹁
是
の
人
は
則
ち
如
来
の
使
に
し
て
、
如
来
に
遣
わ
さ
れ
て
、

如
来
の
事
を
行
ずせ﹂
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
、
地
涌
の

菩
薩
の
存
在
意
義
が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
即
ち
、
地
涌
の
菩

薩
は
、
釈
尊
入
滅
後
の
﹁
如
来
の
使
い
﹂
で
あ
り
、
如
来
か
ら

派
遣
さ
れ
て
、﹁
如
来
の
事
﹂
即
ち
、
仏
の
民
衆
救
済
を
引
き
継

ぐ
の
で
あ
り
ま
す
。

　

法
華
経
で
は
、
地
涌
の
菩
薩
の
具
体
的
行
動
の
あ
り
方
を
、

釈
尊
の
過
去
の
修
行
の
姿
と
さ
れ
る
不
軽
菩
薩
に
見
出
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
日
蓮
は
、﹁
一
代
の
肝
心
は
法
華
経
・
法
華
経
の

修
行
の
肝
心
は
不
軽
品
に
て
候
な
り
、
不
軽
菩
薩
の
人
を
敬
い

し
は
・
い
か
な
る
事
ぞ
教
主
釈
尊
の
出
世
の
本
懐
は
人
の
振
舞

に
て
候
け
る
ぞそ﹂
と
述
べ
て
お
り
ま
す
。

　

不
軽
品
に
お
い
て
、
増
上
慢
の
比
丘
が
大
勢
力
を
も
っ
て
い

た
時
代
に
、
一
人
の
常
不
軽
と
い
う
名
の
菩
薩
が
出
現
し
て
、

自
分
の
出
会
う
衆
人
を
礼
拝
し
、
讃
嘆
し
て
い
っ
た
と
い
い
ま

す
。﹁
我
れ
は
深
く
汝な

ん

等だ
ち

を
敬
い
、
敢
て
軽
き
ょ
う

慢ま
ん

せ
ず
。
所
以
は
何

ん
、
汝
等
は
皆
な
菩
薩
の
道
を
行
じ
て
、
当
に
作
仏
す
る
こ
と

を
得
べ
した﹂
と
。
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し
か
し
、
何
の
資
格
も
な
い
不
軽
菩
薩
の
授
記
に
対
し
て
、

衆
人
は
﹁
我
れ
等
は
是
の
如
き
虚
妄
の
授
記
を
用
い
ず
﹂
と
い

っ
て
悪
口
罵
詈
し
、
杖
木
、
瓦
石
を
も
っ
て
打
と
う
と
し
ま
し

た
。
不
軽
菩
薩
は
、
そ
れ
を
避
け
な
が
ら
も
、﹁
我
れ
は
敢
え
て

汝
等
を
軽
ん
ぜ
ず
。
汝
等
は
皆
な
当
に
作
仏
す
べ
し
﹂
と
唱
え

た
と
い
う
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
不
軽
菩
薩
は
、
臨
終
の

時
に
、
威
音
王
仏
が
涅
槃
に
入
る
前
に
説
い
た
﹁
法
華
経
﹂
の

偈
が
虚
空
か
ら
聞
こ
え
る
の
を
聞
い
て
、
六
根
清
浄
と
な
り
、

寿
命
を
の
ば
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
増
上
慢
の
衆
人
も
、

そ
の
姿
を
見
て
、
不
軽
菩
薩
を
信
じ
、
法
を
聞
い
た
と
い
う
の

で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
不
軽
菩
薩
の
修
行
は
、
人
々
の
﹁
仏
性
﹂
と
、

そ
こ
に
内
包
さ
れ
た
善
心
を
開
発
す
る
た
め
に
、
非
暴
力
と
対

話
に
徹
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
不
軽
菩
薩
は
、
い
か
な
る

場
合
で
も
、
相
手
の
﹁
仏
性
﹂
を
信
じ
、
非
暴
力
と
対
話
、
善

心
で
応
え
て
い
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
今
日
的
に
は
、
非
暴
力

に
よ
る
反
英
植
民
地
運
動
を
繰
り
広
げ
た
、
マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン

ジ
ー
や
、
そ
の
流
れ
を
く
む
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ル
ー
サ
ー
・
キ
ン

グ
牧
師
、
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
の
実
践
と
、
軌
を
一
に
し
て

お
り
ま
す
。

　

法
華
経
の
菩
薩
道
の
実
践
例
と
し
て
は
、
薬
王
菩
薩
は
、﹁
三

界
の
火
宅
﹂
の
中
で
、﹁
病
気
か
ら
の
自
由
﹂
を
担
い
、
今
日
的

に
は
食
糧
、
水
、
医
療
、
保
健
等
の
基
本
的
ニ
ー
ズ
を
保
証
し
、

健
康
で
長
寿
を
願
う
民
衆
の
権
利
を
表
示
し
て
い
ま
す
。
妙
音

菩
薩
は
、﹁
音
楽
﹂
に
象
徴
さ
れ
る
﹁
芸
術
表
現
の
自
由
﹂
を
表

示
し
、
芸
術
の
創
造
の
働
き
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。
普
賢
菩

薩
や
文
殊
菩
薩
は
、﹁
学
問
・
思
想
の
自
由
﹂
を
掲
げ
、
学
術
、

科
学
、
思
想
へ
の
創
造
的
働
き
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
民
衆
の
切
な
る
願
い
、﹁
現
世
利
益
的
﹂
な
要
望
に

耳
を
傾
け
、
そ
の
願
い
に
応
じ
つ
つ
、
何
物
を
も
恐
れ
な
い
境

地
を
与
え
ゆ
く
菩
薩
─
施
無
畏
者
─
が
観
世
音
菩
薩
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
菩
薩
の
行
動
に
よ
り
、
現
実
社
会
に
お
け
る
民
衆
の

切
な
る
願
い
を
か
な
え
る
こ
と
が
、
今
日
で
い
う
﹁
人
間
の
安

全
保
障
﹂
の
内
実
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、﹁
暴
力
か
ら
の
自
由
﹂﹁
政
治
権
力
か
ら
の
自
由
﹂﹁
自
然

災
害
の
恐
怖
か
ら
の
自
由
﹂﹁
毒
薬
の
恐
怖
か
ら
の
自
由
﹂
等
で

あ
り
ま
す
。
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界
市
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」
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以
上
の
よ
う
な
、
法
華
経
に
登
場
す
る
菩
薩
群
像
は
、﹁
人
間

共
生
﹂﹁
文
化
・
社
会
共
生
﹂﹁
自
然
生
態
系
と
の
共
生
﹂
を
成

し
遂
げ
、﹁
人
類
共
生
の
社
会
﹂
を
具
体
的
に
つ
く
り
ゆ
く
、
人

間
群
像
で
あ
り
ま
す
。
今
日
的
表
現
で
は
、
二
十
一
世
紀
を
担

い
ゆ
く
、﹁
世
界
市
民
﹂
の
そ
な
え
る
べ
き
条
件
を
指
し
示
し
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
次
に
、
今
日
の
﹁
地
球
文
明
﹂
を
平
和
、
共
生
に
導

く
﹁
世
界
市
民
﹂
の
条
件
を
、
法
華
経
に
登
場
す
る
菩
薩
群
像

か
ら
抽
出
し
て
お
き
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　

第
一
に
、
世
界
市
民
に
は
、
人
間
の
尊
厳
、
生
命
の
尊
厳
を

可
能
に
す
る
生
命
観
が
要
請
さ
れ
ま
す
。
し
か
も
、
そ
の
生
命

観
は
、
壮
大
な
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
に
支
え
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
す
。
法
華
経
に
は
﹁
虚
空
会
の
儀
式
﹂
と
し
て
壮

大
な
宇
宙
論
が
展
開
し
、
寿
量
品
に
は
、
五
百
塵
点
劫
の
譬
喩

に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
永
遠
無
限
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
の
究
極
に
﹁
久

遠
の
仏
﹂
が
開
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。﹁
久
遠
の
仏
﹂
は
、﹁
永

遠
な
る
法
﹂
と
一
体
で
あ
り
、
宇
宙
生
命
そ
の
も
の
を
当
体
と

す
る
﹁
永
遠
な
る
救
済
仏
﹂
で
あ
り
ま
す
。

　

第
二
に
、﹁
永
遠
な
る
救
済
仏
﹂
を
基
盤
と
し
て
、
方
便
品
の

﹁
万
人
の
成
仏
﹂
が
成
立
し
て
き
ま
す
。
世
界
市
民
の
﹁
人
間
の

尊
厳
﹂
は
す
べ
て
の
人
々
が
、
平
等
に
人
種
、
性
別
、
民
族
、

文
化
、
宗
教
、
生
ま
れ
に
関
わ
り
な
く
﹁
仏
性
﹂
を
そ
な
え
、

し
か
も
、
そ
れ
を
顕
在
化
し
う
る
﹁
万
人
の
成
仏
﹂
観
に
具
現

化
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
観
、
偏
見
を

克
服
し
、
慈
悲
、
智
慧
、
欲
望
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
等
の
善
心
を

顕
在
化
さ
せ
る
原
動
力
で
あ
り
ま
す
。

　

第
三
に
、
地
涌
の
菩
薩
に
、
釈
尊
滅
後
の
﹁
如
来
使
﹂
と
し

て
の
使
命
が
託
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
日
の
世
界
市
民
の
使
命

は
、
人
類
に
平
和
と
幸
福
を
も
た
ら
す
、
持
続
可
能
な
﹁
地
球

文
明
﹂
の
創
出
に
寄
与
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

第
四
に
、
不
軽
菩
薩
の
修
行
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
世
界
市

民
の
行
動
規
範
は
、﹁
非
暴
力
﹂
で
あ
り
ま
す
。
平
和
共
生
の
創

出
の
手
段
と
し
て
、
暴
力
を
用
い
ず
、
適
切
な
る
非
暴
力
の
手

段
を
、
智
慧
と
慈
悲
に
よ
っ
て
、
創
出
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
対
話
、
交
流
、
参
画
、
教
育
、
文
化
、
意
識
啓
蒙
等

で
あ
り
ま
す
。

　

第
五
に
、
薬
草
喩
品
に
示
さ
れ
る
、
三
草
二
木
の
イ
メ
ー
ジ
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を
﹁
平
和
の
文
化
﹂
と
し
て
、
具
現
化
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

大
自
然
と
の
共
生
を
基
盤
と
し
て
、﹁
多
即
一
﹂﹁
一
即
多
﹂
を

実
現
す
る
﹁
多
文
化
共
生
﹂﹁
平
和
の
文
化
﹂
観
を
も
つ
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
開
花
し
、
能
力
を
強
化
し
な

が
ら
、
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
調
和
の
中
に
、
共
生
の
統
一
性

が
保
た
れ
る
よ
う
な
、﹁
多
文
化
共
生
﹂
の
平
和
社
会
を
築
く
た

め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
貢
献
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

第
六
に
、
世
界
市
民
の
自
己
実
現
は
自
ら
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を

克
服
し
、
利
他
主
義
に
生
き
、
人
類
の
平
和
に
貢
献
す
る
こ
と

の
中
に
、
成
就
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
自
他
共
の
幸

福
︵
安
寧
︶
を
目
指
す
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

第
七
に
、
世
界
市
民
の
菩
薩
的
﹁
自
己
﹂
の
形
成
は
、﹁
大
我
﹂

︵
上
行
菩
薩
の
﹁
我
﹂︶
に
基
盤
を
置
き
つ
つ
、﹁
多
様
性
と
統
一
性
﹂

の
調
和
に
生
き
る
﹁
自
己
﹂
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
法
華
経
の

菩
薩
群
像
は
、
衆
生
救
済
の
た
め
に
、
対
象
に
応
じ
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
に
応
現
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
妙
音
菩
薩
は
三

十
四
身
、
観
音
菩
薩
は
三
十
三
身
を
体
現
す
る
と
説
か
れ
て
い

ま
す
。

　

第
八
に
、
世
界
市
民
の
菩
薩
的
﹁
自
己
﹂
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
、
即
ち
﹁
現
場
性
﹂﹁
地
域
性
﹂
に
根
差
し
つ
つ
、
地
球
人

類
へ
の
貢
献
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
持
ち
、
行
動
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

第
九
に
、
世
界
市
民
の
菩
薩
的
﹁
自
己
﹂
は
、﹁
エ
ス
ニ
ッ
ク

な
自
己
﹂﹁
国
民
と
し
て
の
自
己
﹂﹁﹃
地
球
人
﹄
と
し
て
の
自
己
﹂

等
が
、
重
層
的
に
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
調
和
統
一
し
て
い
る
自

己
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
自
己
が
、﹁
現
場
性
﹂﹁
地
域
性
﹂

で
の
経
験
を
積
み
つ
つ
、そ
の
生
活
の
場
、
思
考
の
場
を
拡
大
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
つ
つ
、
人
類
救
済
、
人
類
へ
の
貢
献
と
い
う

誓
願
を
か
な
え
て
い
く
の
で
あ
り
ま
す
。

　

第
十
に
、
世
界
市
民
が
今
日
に
お
い
て
、
具
体
的
に
挑
戦
す

る
の
は
、
人
類
的
課
題
で
あ
り
ま
す
。﹁
三
界
の
火
宅
﹂
の
内
実

た
る
地
球
的
問
題
群
─
紛
争
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
、
核
兵
器
、
大
量

破
壊
兵
器
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
マ
モ
ニ
ズ
ム
、﹁
構
造
的
暴
力
﹂
の

引
き
起
こ
す
各
種
の
格
差
、
人
権
抑
圧
、
難
民
、
生
命
倫
理
の

課
題
─
へ
の
挑
戦
で
す
。
そ
の
挑
戦
に
お
い
て
、
世
界
市
民
は
、

﹁
文
明
間
対
話
﹂﹁
宗
教
間
対
話
﹂
を
進
め
、
善
心
の
連
帯
を
﹁
縁

起
の
綱
﹂
の
ご
と
く
広
げ
ゆ
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。﹁
文
明
間
・

宗
教
間
対
話
﹂
や
協
働
を
通
し
て
、
自
己
の
属
す
る
文
明
、
文
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化
や
宗
教
へ
の
造
詣
を
深
め
る
と
と
も
に
、
人
類
の
悠
久
の
歴

史
が
創
り
出
し
て
き
た
世
界
の
す
べ
て
の
精
神
的
遺
産
に
敬
意

を
払
い
、
知
恵
を
学
び
あ
っ
て
い
く
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
よ
う
な
﹁
対
話
﹂
の
焦
点
は
、
あ
く
ま
で
、
と
も
に
、
人

類
的
課
題
を
克
服
し
、
人
類
共
生
の
文
明
を
築
き
あ
げ
て
い
く

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
い
か
な
る
宗
教
に
と
っ
て
も
、
人
類
の
平

和
共
存
、
地
球
生
態
系
と
の
共
生
以
上
の
喫
緊
の
課
題
は
あ
り

え
な
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
三
大
思
想
を
は
じ
め
と
す
る
法
華
経
の
思
想
、

真
理
も
他
の
仏
典
と
同
じ
く
、
東
ア
ジ
ア
の
諸
民
族
、
文
化
、

文
明
へ
と
流
伝
さ
れ
、
そ
の
邂
逅
を
通
じ
て
、
あ
る
場
合
は
変

容
を
こ
う
む
り
な
が
ら
も
、
全
体
的
に
、
ま
た
部
分
的
に
受
容

さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
法
華
経
の
流
伝
は

基
本
的
に
は
、
差
異
を
差
別
化
し
、
分
裂
を
も
た
ら
す
の
で
は

な
く
、
善
心
に
よ
る
差
異
を
生
か
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
、

思
想
、
宗
教
、
文
明
の
更
な
る
創
造
、
展
開
を
引
き
起
こ
し
て

き
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
領
域
は
、
法
華
経
の
写
本
、
各
言

語
へ
の
翻
訳
か
ら
、
思
想
、
宗
教
、
倫
理
、
道
徳
、
習
慣
、
儀
式
、

文
学
、
芸
術
、
建
築
、
政
治
、
福
祉
に
至
る
、
相
互
触
発
に
ま

で
及
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
流
伝
し

た
法
華
経
を
は
じ
め
と
す
る
、
諸
経
典
の
、
受
容
、
変
容
、
共

創
の
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
に
、
二
十
一
世
紀
の
﹁
人
類
共
生
﹂
と
、

持
続
可
能
な
﹁
地
球
文
明
﹂
へ
の
知
恵
と
モ
デ
ル
と
、
そ
し
て
、

主
体
者
と
な
る
世
界
市
民
の
実
像
が
浮
か
び
上
が
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の

専
門
家
に
よ
っ
て
、
法
華
経
を
含
む
仏
教
経
典
と
そ
の
歴
史
的

変
遷
の
中
で
、
醸
成
さ
れ
た
豊
か
な
知
恵
が
、
次
々
と
開
示
さ

れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
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注︵
１
︶﹃
妙
法
蓮
華
経
並
開
結
﹄、
創
価
学
会
版
、
一
七
二
頁
。

︵
２
︶
同
書
、
一
二
四
頁
。﹁
諸
仏
は
五
濁
悪
世
に
出
で
た
ま
う
。
所

謂
る
劫こ

う

濁じ
ょ
く・
煩
悩
濁
・
衆
生
濁
・
見
濁
・
命
濁
、
是
の
如
し
。﹂

︵
３
︶﹃
法
華
文
句
﹄
巻
四
巻
下
、﹃
大
正
大
蔵
経
﹄
第
三
十
四
巻
、
五

三
頁
。﹁
次
第
は
煩
悩
と
見
と
を
根
本
と
な
す
。
こ
の
二
濁
よ

り
衆
生
を
成
す
。
衆
生
よ
り
連
持
の
命
有
り
。
此
の
四
、
時
を

経
る
を
謂
て
劫
濁
と
為
す
な
り
。﹂

︵
４
︶﹃
新
版　

仏
教
哲
学
大
辞
典
﹄、
創
価
学
会
版
、
一
〇
八
六
－
七

頁
。

︵
５
︶﹃
妙
法
蓮
華
経
並
開
結
﹄、
一
二
一
頁
。﹁
諸
仏
世
尊
は
衆
生
を

し
て
仏
知
見
を
開
か
し
め
、
清
浄
な
る
こ
と
を
得
し
め
ん
と
欲

す
る
が
故
に
、
世
に
出
現
し
た
ま
う
。
衆
生
に
仏
知
見
を
示
さ

ん
と
欲
す
る
が
故
に
、
世
に
出
現
し
た
ま
う
。
衆
生
を
し
て
仏

知
見
を
悟
ら
し
め
ん
と
欲
す
る
が
故
に
、
世
に
出
現
し
た
ま
う
。

衆
生
を
し
て
仏
知
見
の
道
に
入
ら
し
め
ん
と
欲
す
る
が
故
に
、

世
に
出
現
し
た
ま
う
。﹂

︵
６
︶
同
書
、
二
四
一
－
二
頁
。﹁
迦
葉
よ
。
譬
え
ば
三
千
大
千
世
界

の
山
川
・
谿け

い

谷こ
く

・
土ど

地じ

に
生
ず
る
所
の
卉き

木も
く

・
叢そ
う

林り
ん

、
及
び
諸

の
薬
草
の
如
し
。
種
類
は
若そ

こ

干ば
く

に
し
て
、
名み
ょ
う
し
き色
は
各
お
の
異
な

り
。
密
雲
は
弥あ

ま
ねく
布し

き
、
遍
く
三
千
大
千
世
界
を
覆
い
、
一
時

に
等
し
く
澍そ

そ

ぐ
。
⋮
⋮
諸
の
樹
の
大
小
は
、
上
中
下
に
随
っ
て
、

各
お
の
受
く
る
所
有
り
。
一
雲
の
雨あ

め
ふら
す
所
な
る
も
、
其
の
種し
ゅ

性し
ょ
うに
称か
な

い
て
、
生
し
ょ
う
じ
ょ
う
長
す
る
こ
と
を
得
、
華
菓
は
敷ひ
ら

き
実
る
。﹂

︵
７
︶
同
書
、
二
四
二
頁
。﹁
一
地
の
生
ず
る
所
、
一
雨
の
潤
す
所
な

り
と
雖い

え
ども
、
諸
の
草
木
に
各
お
の
差し
ゃ

別べ
つ

有
り
。
迦
葉
よ
。
当
に

知
る
べ
し
、
如
来
も
亦
復
た
是
の
如
し
。
世
に
出
現
す
る
こ
と
、

大
雲
の
起
こ
る
が
如
く
、
大
音
声
を
以
て
普
く
世
界
の
天
・ 

人
・
阿
修
羅
に
遍
ぜ
る
こ
と
、
彼
の
大
雲
の
遍
く
三
千
大
千
国

土
を
覆
う
が
如
し
。﹂

︵
８
︶﹃
日
蓮
大
聖
人
御
書
全
集
﹄、
七
八
四
頁
。

︵
９
︶﹃
妙
法
蓮
華
経
並
開
結
﹄、
四
七
七
－
八
頁
。﹁
一
切
世
間
の
天
・

人
、
及
び
阿
修
羅
は
、
皆
な
今
の
釈
迦
牟
尼
仏
は
釈
氏
の
宮
を

出
で
て
、
伽が

耶や

城じ
ょ
うを
去
る
こ
と
遠
か
ら
ず
、
道
場
に
坐
し
て
、

阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
た
り
と
謂お

も

え
り
。
然
る
に
善
男
子

よ
。
我
れ
は
実
に
成
仏
し
て
よ
り
已こ

の

来か
た

、
無
量
無
辺
百
千
万
億

那
由
他
劫
な
り
。﹂

︵
10
︶
同
書
、
四
七
九
頁
。

︵
11
︶
同
書
、
四
八
二
頁
。

︵
12
︶
同
書
、
四
五
二
頁
。

︵
13
︶
同
書
、
四
五
五
頁
。

︵
14
︶
同
書
、
三
五
七
頁
。

︵
15
︶﹃
日
蓮
大
聖
人
御
書
全
集
﹄、
一
一
七
四
頁
。

︵
16
︶﹃
妙
法
蓮
華
経
並
開
結
﹄、
創
価
学
会
版
、
五
五
七
頁
。

︵
か
わ
だ　

よ
う
い
ち
／
東
洋
哲
学
研
究
所
所
長
︿
当
時
﹀。
現
在
、
顧
問
︶


